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　学生受入方針（アドミッション・ポリシー）

　人間社会環境研究科博士後期課程の人材養成目的は，人間社会環境という多分野横断的な

研究領域で活躍できる創造性豊かな大学教員，研究者，及び高度専門職業人の育成です。

　したがって，研究科が求める学生は，それぞれの伝統的な学問分野における高い専門能力

を持つだけでなく，それを基礎に，総合性を生かした視点から先端的な研究をさらに進めよ

うとする気概のある人物です。とくに人間社会環境学専攻は，「文化環境」，「社会環境」，及

び「人間それ自体」を研究対象とする多様な領域を教育研究するところですから，ここで学

ぶ学生には，なによりも他者に対する開かれた態度，異文化を尊重する広い心，それらに対

する積極的な興味，未知の現象に対する柔軟な発想，そして論理性への強い志向を備えてい

ることが求められます。
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　 2016年度（平成28年度）10月期入学
金沢大学大学院人間社会環境研究科（博士後期課程）

学　 生　 募　 集　 要　 項

一 般 選 抜
社 会 人 特 別 選 抜
外国人留学生特別選抜

　
１. 募　集　人　員

　
 
２．出　願　期　間
敢　2016年（平成28年）６月17日（金）から６月23日（木）まで
柑　窓口の受付時間は，午前９時から午後４時までです。
桓　郵送による場合は，６月23日（木）までに必着とします。ただし，締切日を過ぎて郵送で提出
された出願書類のうち，締切日前日６月22日（水）までの発信局（国内に限る）日付印のある書
留速達便に限り受理します。

３．選　考　日　時

※口述試験開始時刻の20分前までに，受験者控室に集合してください。

 
４．合　格　者　発　表
　2016年（平成28年）８月２日（火）　　 午前10時頃
　本学所定の掲示板（人間社会第１講義棟１階）に発表するとともに，合格者には郵便で通知しま
す。

募　集　人　員
専　　攻　　名

一般選抜， 社会人特別選抜， 外国人留学生特別選抜

若 干 名人間社会環境学専攻

一般選抜， 社会人特別選抜， 外国人留学生特別選抜区 分

時　　　　　間試 験 区 分期 日

午前９時30分～口述試験
2016年（平成28年）
７月15日（金）
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５．出　願　資　格
 一 般 選 抜  次の陰～羽各号のいずれかに該当する者とします。

 社 会 人 特 別 選 抜  次の陰～羽各号のいずれかに該当する者であって，かつ，下記梢ア  梢イ のい

ずれかを満たす者とします。

  契　官公庁，企業，事務所，団体，学校等に在職中であり，かつ，在職
のまま博士後期課程の修了を目指す者

  形　修士の学位又は専門職学位を有し，入学時において学位取得後３年
を経過している者

 外国人留学生特別選抜 次の陰～羽各号のいずれかに該当する者であって，かつ，日本国籍を有

しない者とします。

陰　修士の学位又は専門職学位を有する者及び2016年（平成28年）９月30日までに取得見込みの者
隠　外国において，修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び2016年（平成
28年）９月30日までに授与見込みの者
韻　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専門
職学位に相当する学位を授与された者及び2016年（平成28年）９月30日までに授与見込みの者
吋　我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において
位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修
士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び2016年（平成28年）９月30日まで
に授与見込みの者

右　国際連合大学（国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別
措置法（昭和51年法律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に
基づき設立された国際連合大学）の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者
及び2016年（平成28年）９月30日までに授与見込みの者
宇　外国の学校，上記吋の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，大学院
設置基準第16条の２に規定する試験及び審査に相当するものに合格した者及び2016年（平成28
年）９月30日までに合格見込みの者で，本研究科において修士の学位を有する者と同等以上の
学力があると認めたもの

烏　文部科学大臣の指定した者（平成元年９月１日文部省告示第118号）
　　大学を卒業し，又は外国において学校教育における16年の課程を修了した後，又は外国の学
校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育
における16年の課程を修了した後，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で，
本研究科が，当該研究の成果等により，本研究科において修士の学位又は専門職学位を有する
者と同等以上の学力があると認めたもの

羽　本研究科において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同
等以上の学力があると認めた者で，2016年（平成28年）９月30日までに24歳に達するもの

 

 

　出願資格 宇，烏，羽 により出願を希望する者は，出願に先立ち，出願資格審査を行い
ますので，３ページの出願資格審査を参照してください。
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※ 「大学院設置基準第14条に基づく教育方法の特例」制度について
　本研究科では，在職者等必要がある者に対して，「大学院設置基準第14条に基づく教育方法の特
例」の制度があります。この制度を利用することで，人間社会環境研究科規程等に定められた教
育課程に基づき，担当指導教員の許可・指導の下で弾力的に学修することができます。
　制度の適用について，入学願書の14条特例希望欄に該当する事項を○で囲んでください。
　また，受験承諾書（所定の用紙）を提出してください。

　
参　考：大学院設置基準（昭和４９年文部省令第28号）「抄」

第14条　大学院の課程においては，教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間そ

の他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育

を行うことができる。
　　

　なお，同第２条の２（専ら夜間において教育を行う大学院の課程）には該当しません。
　本研究科は昼夜開講制です。

 
　出願資格審査
　出願資格宇，烏，羽により出願を希望する者は，出願に先立ち，出願資格の審査を行いますので，
事前にお問い合わせのうえ，「６．出願手続」に示す所定の提出書類（入学検定料振込金証明書を除
く。）を2016年（平成28年）６月３日（金）午後５時（必着）までに本学人間社会系事務部学生課人
環研学務係へ提出してください。
　なお，郵送の場合は，封筒の表に「出願資格審査関係書類在中」と朱書きしてください。
　出願資格審査の結果，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めたと
きは，この提出された書類を「６．出願手続」に示す所定の出願書類として受理します。追って連
絡する出願資格審査結果が合格の場合，検定料を納入し，出願期間中に入学検定料振込金証明書（大
学提出用）を本学人間社会系事務部学生課人社環研学務係へ提出してください。

６．出願手続・出願書類請求 
敢　募集要項及び出願書類の郵送を希望するときは，郵便切手250円を貼付し，住所，氏名を明記し
た返信用封筒（角形２号240×332㎜）を同封の上，下記送付先まで請求してください。
柑　出願について，志願者は，出願受付期間内に，次の書類等を本学人間社会系事務部学生課人社
環研学務係へ持参又は郵送してください。
桓　出願書類を郵送するときは，「書留便」又は「簡易書留便」とし，封筒の表に「博士後期課程入
学願書」と朱書してください。

　　　送付先　　〒920-1192　金沢市角間町
　　　　  　　　金沢大学大学院人間社会環境研究科

　　　　　　　　（人間社会系事務部学生課人社環研学務係）

 



－ ４ －

摘　　　　　　　　　要提出書類等
　本研究科所定の様式によること。
　大学院設置基準第14条に基づく教育方法の特例の適用（３ページ参照）を申
請する者は，14条特例希望の有無欄に該当する事項を○で囲んでください。
　改姓されている場合は，改姓後の氏名を記載願います。（旧姓での記載をし
ないでください。）

入 学 願 書

　２枚（出願前３か月以内に，上半身，脱帽，正面向き無背景で撮影したもの
を入学願書及び受験票の所定の欄に貼付してください。）写 真

　入学検定料30,000円
　銀行振込「電信扱」で納入してください。
〈納入方法〉
　本学所定の振込依頼書に必要事項を記入の上，「電信扱」が利用できる金融機
関（ゆうちょ銀行・郵便局は不可）の窓口で納入してください。振込手数料は
志願者負担となりますが，北陸銀行の本・支店から振り込む場合は，手数料は
かかりません。
　納入後，取扱金融機関領収印が押されていることを確認し，「振込金証明書
（大学提出用）」を入学願書の所定の欄に貼付してください。（銀行領収印がない
場合は願書を受理しません。）
　また，「領収書（本人控）」は大切に保管してください。
　（注）１．金融機関の窓口受付終了時刻までに納入してください。また，土・

日・祝日は休業となりますので注意してください。
　　　 ２．ＡＴＭ（現金自動預払機），携帯電話，パソコン等からは振り込ま

ないでください。
　出願書類受理後は，いかなる理由があっても入学検定料の返還に
は応じません。ただし，入学検定料の振込後，出願を取りやめた場合
は，返還手続を行うことができますので，下記担当まで連絡してくだ
さい。
　なお，返還手続の際は「領収書（本人控）」及び「入学検定料振込
金証明書（大学提出用）」が必要になります。

　　 担当：財務部財務管理課出納係
　　　　　 〒920-1192　 金沢市角間町　TEL 076－264－5066

入 学 検 定 料

振込金証明書
（大学提出用）

※　学内進学者
及び国費外国
人留学生は入
学検定料の納
入は不要です。

敢　出願資格の陰，隠，韻，吋，右により出願する者は，出身大学院の研究科
長（又は学長等）が作成したもの。

柑　出願資格 烏により出願する者は，出身大学の学部長（又は学長）が作成し
たもの。

桓　出願資格宇，羽により出願する者は，最終学歴の学校長等が作成したもの。
  （修得科目名及び単位数が記載されているもの）

学業成績証明書

　出身大学の大学院修士課程又は博士前期課程修了（見込み）証明書。
　ただし，出願資格の宇，烏，羽に該当する者は，最終学歴の学校長が作成し
たもの。
　なお，本学大学院人間社会環境研究科博士前期課程修了（見込み）の者は不
要です。

修 了（見込）
証 明 書

　出願資格宇により出願を希望する者のみ
　出身大学長等が作成したもので，下記の内容が記載された文書及び添付書類
（外国語の場合は日本語訳を添付してください。）
【記載例】
□□大学としては，本学の学生である◇◇　◇◇氏は，「（審査名称）」に合格し，
修士の学位を有する者と同等以上の学力を有する者であることを確認し，報告
いたします。また，当該審査に関する次の添付資料を同封します。
【添付書類の例】
・当該審査の合格基準
・当該審査の合格と当該大学における修士の学位の授与要件の関係を示す書類
・当該審査に合格した者と当該大学に編入学した他の大学の修士の学位を有す
る者の当該大学における博士の学位を授与するプログラムにおける取扱いの
関係を示す書類

出願資格宇に
関 す る 書 類
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７．受 験 票 の 送 付
　受験票について，平成28年７月６日（水）までに到着しない場合は，本学人間社会系事務部学生
課人社環研学務係に問い合わせてください。
 

敢　出願資格：陰隠韻吋右
　上記いずれかの出願資格により出願する者は，修士論文（又は修士論文に
代わる論文）の原本若しくはその写しを３部提出してください。

提 出 論 文 等

柑　出願資格：宇烏羽
　上記いずれかの出願資格により出願する者は，研究論文，大学卒業後の教
育・研究機関や地方自治体，企業等における調査研究報告書等又はその写し
を３部ずつ提出してください。（共同執筆の場合は，志願者の執筆担当箇所
を明示してください。）

　敢及び柑ともに，日本語（1,000字程度）又は英語（300ワード程度）による
論文の概要を３部添付してください。
　なお，すでに公表した研究論文等があれば，研究業績リスト（本学研究科所
定の様式による。）にすべてを記載し，かつ，その中で特に主要なものの別刷又
はその写しを３部ずつ添付してください。
　また，未公表の研究論文等を審査のための参考資料として提出することも可
とします。その場合は，提出する参考資料のリスト（様式自由）を作成し，参
考資料又はその写しを３部ずつ提出してください。

敢　本研究科所定の様式によること。
　（外国人留学生特別選抜の者は，これまでの研究経過及び本研究科におけ
る研究計画等について具体的に記入してください。）

柑　志願者は，出願前に必ず主任指導予定教員の承諾を得てください。

研 究 計 画 書

　在職のまま出願する者は，受験承諾書（所定の用紙）を提出してください。
　なお，出願時に提出できない場合は，入学手続時に承諾書等を提出すること
となります。

受 験 承 諾 書
（社会人特別選抜の方）

　外国人の志願者は，次の書類を提出してください。
　　○パスポート（本人の氏名，生年月日，性別，入国日及び在留資格部分）

をＡ４に複写したもの。
　　なお，日本に在留する外国人は，次の書類も併せて提出してください。
　　○在留カード（表・裏）写し

そ の 他
（外国人留学生 
 特別選抜の方）

　添付用紙に郵便番号・住所・氏名等必要事項を記入してください。あ て 名 票

　添付の封筒に受信場所・氏名を明記し，郵便切手372円（速達）を貼付けして
ください。

受験票等送付用
封　  筒

《注》 １．証明書等の氏名が入学願書等に記載する氏名と異なる場合（改姓されている場合等）に
は，改姓等の事実が確認できる書類（戸籍抄本等）を提出してください。

 ２．出願書類に不備がある場合には，受理しないことがあります。
 ３．出願手続き後の書類の変更，検定料の払戻し，提出書類の返却はしません。
 ４．出願書類等に虚偽の記載又は不正な申告があったときは，入学後でも入学を取り消す

ことがあります。
 　　また，その場合，振り込まれた入学料については返納しません。
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８．障がい等のある方の事前相談
　入学志願者で，障がい等があり，受験及び修学上特別な配慮を必要とする場合は，出願期間開始
前の平成28年６月３日（金）までに次の書類を本学人間社会系事務部学生課人社環研学務係に提出
し，相談してください。
  敢　出願に伴う事前相談書（次の事項について記載したもの。　様式は自由）
　　・　氏名，住所，連絡先，志望コース名
　　・　障がいの種類・程度
　　・　受験及び修学に配慮を希望する事項
　　・　大学等で配慮されていた事項
　　・　日常生活の状況
　　・　その他参考となる事項
　柑　医師の診断書
　桓　その他の参考書類等（障害者手帳の写し等）

９．入 学 者 選 抜 方 法
　　一般選抜，社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜
　選抜は，口述試験，研究計画書，提出論文等及び出願書類の審査結果を総合して行います。
　口述試験　　修士論文等（又は概要，研究論文，調査研究報告書等）及び研究計画書を中心に

行います。
研究上必要な外国語の能力を問うことがあります。

なお，社会人特別選抜において，研究上必要な外国語能力のほか，社会経験を生

かした専門知識を問うことがあります。

また，外国人留学生特別選抜において，研究上必要な場合は，日本語の能力も問

うことがあります。

10．試　 験 　場
　　　　金沢市角間町　　金沢大学大学院人間社会環境研究科（詳細は受験票発送時に通知）

11．入 学 手 続 等
敢　入学手続
　合格者発表後に送付する「平成28年度大学院入学・進学手続要項」により，所定の期日までに
入学手続を行ってください。

柑　授業料等納付金
　ア．入学料　　　　　　282,000円（予定）

　平成28年９月本学大学院博士前期課程・修士課程修了後，引き続き博
士後期課程に進学する者及び国費外国人留学生は，入学料の納入は不要
です。

　イ．授業料（前期分）　267,900円（予定）［年額　535,800円（予定）］
《注》　１．上記の納付金額は予定額であり，入学時または在学中に入学料・授業料が改定され

た場合には，改定時から新たな金額が適用されます。
　　　　２．授業料の納入は，預金口座振替（届出口座）から指定日に自動引落により納入する

方法）となっています。
　　　　３．国費外国人留学生は，授業料の納入は不要です。

　ウ．学生教育研究災害傷害保険料　　2,600円（３年分）
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12．個人情報の保護
　金沢大学では，個人情報保護法及び学内管理規程等に基づき，本学が保有する個人情報の適正な
管理と保護に努めています。
　本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報及び入学手続時に提出していただく身上書等の書類
に記載されているすべての個人情報は，次の業務で利用します。
敢　入学者選抜及び入学手続に関わる業務
柑　入学後の学籍管理，修学指導に関わる業務及び健康診断等の保健管理に関わる業務
桓　入学後の本学ポータルサイト利用，学内ＬＡＮ利用，図書館利用及び図書貸出し等の学内サー
ビス業務

棺　入学料免除，授業料免除，奨学生選考等の修学支援に関わる業務
款　入学料・授業料の納入に関わる業務及び収納業務を委託する金融機関での必要な業務
歓　入学者選抜に関する個人が特定できない形で行う調査研究業務
汗　修了生に対する学習効果等調査（アウトカムズ・アセスメント），同窓会活動への支援等に関す
る業務

漢　その他，個人が特定できない形で行う統計処理業務

13．参　考　資　料

　　　

　長期履修
　■　仕事や育児などを続けながら履修できます。

　人間社会環境研究科では，仕事あるいは家事，育児，介護等に従事している人たちのために， 
長期履修制度を設けています。この制度を利用すれば，学則に規定される在学年限の範囲内（原
則として博士後期課程６年）で，長期履修期間を設定することができます。これによって，社会
人の方のさまざまな学習需要に対応し，多様で柔軟な学習機会を提供します。
　なお，授業料は修業年限分（博士後期課程は３年）を履修期間に分けて納めます。

 

人間社会環境学専攻
入学年度

入学者数合格者数入学志願者数
14141623年度（４月期）
１１２23年度（10月期）
10101124年度（４月期）
６６６24年度（10月期）
14141925年度（４月期）
３３３25年度（10月期）
13132426年度（４月期）
２２４26年度（10月期）
13141927年度（４月期）
22227年度（10月期）
14152528年度（４月期）
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14．金沢大学独自の奨学金制度
　金沢大学は外国人留学生を対象として，以下のような奨学金制度を設けています。
　応募者の中から選考の上，受給者を決定します。

15．自然災害により被災された受験生の皆さまへ
　　金沢大学では，自然災害等の被災者の経済的負担を軽減し，受験生の進学の機会を確保するため，
　入学検定料免除の特別措置を講じます。対象となる自然災害及び被災地域など，免除に関する詳細
　につきましては，金沢大学Webサイトをご覧ください。

　　金沢大学（入試情報）Webサイト： http://www.kanazawa-u.ac.jp/education/admission/

　入学検定料の免除を希望される方は，出願前に本学学生部入試課までご連絡ください。

　
人間社会環境学専攻
　授業科目及び担当教員

 

■人文学コース
山本　英輔現代思想研究Ⅰ・Ⅱ
山本　英輔現代思想演習Ⅰ・Ⅱ
三浦　　要比較思想文化論Ⅰ・Ⅱ
三浦　　要比較思想文化論演習Ⅰ・Ⅱ
小島　治幸人間行動発生論Ⅰ・Ⅱ
小島　治幸人間行動発生論演習Ⅰ・Ⅱ
谷内　　通学習行動論Ⅰ・Ⅱ
谷内　　通学習行動論演習Ⅰ・Ⅱ
岡田　　努人格・発達論Ⅰ・Ⅱ
岡田　　努人格・発達論演習Ⅰ・Ⅱ
萱原　道春心理臨床論Ⅰ・Ⅱ
萱原　道春心理臨床論演習Ⅰ・Ⅱ
吉川　一義発達障害評価・支援論Ⅰ・Ⅱ
吉川　一義発達障害評価・支援論演習Ⅰ・Ⅱ
武居　　渡コミュニケーション支援論Ⅰ・Ⅱ
武居　　渡コミュニケーション支援論演習Ⅰ・Ⅱ
轟　　　亮比較社会意識論Ⅰ・Ⅱ
轟　　　亮比較社会意識論演習Ⅰ・Ⅱ
岩本　健良社会階層論Ⅰ・Ⅱ
岩本　健良社会階層論演習Ⅰ・Ⅱ
南　　相瓔共生社会環境論Ⅰ・Ⅱ
南　　相瓔共生社会環境論演習Ⅰ・Ⅱ

金沢大学学生特別支援制度外国人留学生修学支援奨学金

過去に本学に短期留学していた外国人留学生で，再び本学の正規生として入学した者申請条件

最高25万円（年額）奨学金金額

在籍期間中１回限り奨学金支給期間

詳しくは以下のウェブサイトをご覧ください。
http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ie/j/abroad/scholarship.html
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神谷　浩夫都市空間論Ⅰ・Ⅱ
神谷　浩夫都市空間論演習Ⅰ・Ⅱ
中島　弘二社会環境論Ⅰ・Ⅱ
中島　弘二社会環境論演習Ⅰ・Ⅱ
村井　淳志歴史認識・社会認識教育論Ⅰ・Ⅱ
村井　淳志歴史認識・社会認識教育論演習Ⅰ・Ⅱ
黒田　　智日本中世文化史Ⅰ・Ⅱ
黒田　　智日本中世文化史演習Ⅰ・Ⅱ
平瀬　直樹日本中世宗教史Ⅰ・Ⅱ
平瀬　直樹日本中世宗教史演習Ⅰ・Ⅱ
能川　泰治日本近現代都市社会史Ⅰ・Ⅱ
能川　泰治日本近現代都市社会史演習Ⅰ・Ⅱ
古畑　　徹東アジア国際交流史論Ⅰ・Ⅱ
古畑　　徹東アジア国際交流史論演習Ⅰ・Ⅱ
古市　大輔アジア社会構造論Ⅰ・Ⅱ
古市　大輔アジア社会構造論演習Ⅰ・Ⅱ
根津由喜夫地中海社会史論Ⅰ・Ⅱ
根津由喜夫地中海社会史論演習Ⅰ・Ⅱ
田中　俊之ヨーロッパ中近世社会史論Ⅰ・Ⅱ
田中　俊之ヨーロッパ中近世社会史論演習Ⅰ・Ⅱ
足立　拓朗東西文化交流史論Ⅰ・Ⅱ
足立　拓朗東西文化交流史論演習Ⅰ・Ⅱ
入江　浩司言語構造類型論Ⅰ・Ⅱ
入江　浩司言語構造類型論演習Ⅰ・Ⅱ
新田　哲夫言語構造論Ⅰ・Ⅱ
新田　哲夫言語構造論演習Ⅰ・Ⅱ
中村　芳久認知言語論Ⅰ・Ⅱ
中村　芳久認知言語論演習Ⅰ・Ⅱ
堀田　優子言語科学論Ⅰ・Ⅱ
堀田　優子言語科学論演習Ⅰ・Ⅱ
安永　大地言語認知科学実験法Ⅰ・Ⅱ
安永　大地言語認知科学実験演習Ⅰ・Ⅱ
竹内　義晴認知コミュニケーション論Ⅰ・Ⅱ
竹内　義晴認知コミュニケーション論演習Ⅰ・Ⅱ
西嶋　義憲社会言語論Ⅰ・Ⅱ
西嶋　義憲社会言語論演習Ⅰ・Ⅱ
髙山　知明日本語構造論Ⅰ・Ⅱ
髙山　知明日本語構造論演習Ⅰ・Ⅱ
加藤　和夫日本語動態論Ⅰ・Ⅱ
加藤　和夫日本語動態論演習Ⅰ・Ⅱ
深澤のぞみ日本語教育方法論Ⅰ・Ⅱ
深澤のぞみ日本語教育方法論演習Ⅰ・Ⅱ
西村　　聡日本古典言語文化論Ⅰ・Ⅱ
西村　　聡日本古典言語文化論演習Ⅰ・Ⅱ
杉山　欣也日本近代言語文化論Ⅰ・Ⅱ
杉山　欣也日本近代言語文化論演習Ⅰ・Ⅱ
岩田　　礼中国地域文化論Ⅰ・Ⅱ
岩田　　礼中国地域文化論演習Ⅰ・Ⅱ
上田　　望アジア文化構造論Ⅰ・Ⅱ
上田　　望アジア文化構造論演習Ⅰ・Ⅱ
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髙田　茂樹英米の文化と社会Ⅰ・Ⅱ
髙田　茂樹英米の文化と社会演習Ⅰ・Ⅱ
和泉　邦子英語圏文学・文化論Ⅰ・Ⅱ
和泉　邦子英語圏文学・文化論演習Ⅰ・Ⅱ
志村　　恵ドイツ言語文化論Ⅰ・Ⅱ
志村　　恵ドイツ言語文化論演習Ⅰ・Ⅱ
阪上るり子ヨーロッパ言語文化論Ⅰ・Ⅱ
阪上るり子ヨーロッパ言語文化論演習Ⅰ・Ⅱ
粕谷　雄一フランス語圏文化論Ⅰ・Ⅱ
粕谷　雄一フランス語圏文化論演習Ⅰ・Ⅱ
結城　正美環境文学論Ⅰ・Ⅱ
結城　正美環境文学論演習Ⅰ・Ⅱ
藤井　純夫西アジア先史文化論Ⅰ・Ⅱ
藤井　純夫西アジア先史文化論演習Ⅰ・Ⅱ
中村　慎一比較先史文化論Ⅰ・Ⅱ
中村　慎一比較先史文化論演習Ⅰ・Ⅱ
中村　誠一中南米先史文化論Ⅰ・Ⅱ
中村　誠一中南米先史文化論演習Ⅰ・Ⅱ
森　　雅秀仏教文化史Ⅰ・Ⅱ
森　　雅秀仏教文化史演習Ⅰ・Ⅱ
矢口　直道アジア宗教建築史Ⅰ・Ⅱ
矢口　直道アジア宗教建築史演習Ⅰ・Ⅱ
鏡味　治也文化変化論Ⅰ・Ⅱ
鏡味　治也文化変化論演習Ⅰ・Ⅱ
西本　陽一地域社会変化論Ⅰ・Ⅱ
西本  陽一地域社会変化論演習Ⅰ・Ⅱ
菅原　裕文美術史学Ⅰ・Ⅱ
菅原　裕文美術史学演習Ⅰ・Ⅱ

■法学・政治学コース
足立　英彦法理学研究Ⅰ・Ⅱ
足立　英彦法理学演習Ⅰ・Ⅱ
櫻井　利夫西洋法制史研究Ⅰ・Ⅱ
櫻井　利夫西洋法制史演習Ⅰ・Ⅱ
中村　正人東洋法制史研究Ⅰ・Ⅱ
中村　正人東洋法制史演習Ⅰ・Ⅱ
丸本由美子日本法制史研究Ⅰ・Ⅱ
丸本由美子日本法制史演習Ⅰ・Ⅱ
東川　浩二外国法研究Ⅰ・Ⅱ
東川　浩二外国法演習Ⅰ・Ⅱ
山崎　友也憲法研究Ⅰ・Ⅱ
山崎　友也憲法演習Ⅰ・Ⅱ
長内　祐樹行政法研究Ⅰ・Ⅱ
長内　祐樹行政法演習Ⅰ・Ⅱ
平川　英子税財政法研究Ⅰ・Ⅱ
平川　英子税財政法演習Ⅰ・Ⅱ
稲角　光恵国際法研究Ⅰ・Ⅱ
稲角　光恵国際法演習Ⅰ・Ⅱ
永井　善之刑法研究Ⅰ・Ⅱ
永井　善之刑法演習Ⅰ・Ⅱ
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大貝　　葵刑事訴訟法研究Ⅰ・Ⅱ
大貝　　葵刑事訴訟法演習Ⅰ・Ⅱ
名古　道功労働法研究Ⅰ・Ⅱ
名古　道功労働法演習Ⅰ・Ⅱ
石田　道彦社会保障法研究Ⅰ・Ⅱ
石田　道彦社会保障法演習Ⅰ・Ⅱ
髙　　秀成民法研究ＡⅠ・Ⅱ
髙　　秀成民法演習ＡⅠ・Ⅱ
合田　篤子民法研究ＢⅠ・Ⅱ
合田　篤子民法演習ＢⅠ・Ⅱ
福本  知行民事訴訟法研究Ⅰ・Ⅱ
福本  知行民事訴訟法演習Ⅰ・Ⅱ
村上　　裕商法研究ＡⅠ・Ⅱ
村上　　裕商法演習ＡⅠ・Ⅱ
永江　　亘商法研究ＢⅠ・Ⅱ
永江　　亘商法演習ＢⅠ・Ⅱ
齊藤　高広経済法研究Ⅰ・Ⅱ
齊藤　高広経済法演習Ⅰ・Ⅱ
羽賀由利子国際私法・国際取引法研究Ⅰ・Ⅱ
羽賀由利子国際私法・国際取引法演習Ⅰ・Ⅱ
大友　信秀知的財産法研究Ⅰ・Ⅱ
大友　信秀知的財産法演習Ⅰ・Ⅱ
木村　高宏公共政策論研究Ⅰ・Ⅱ
木村　高宏公共政策論演習Ⅰ・Ⅱ
西村　　茂政治社会学研究Ⅰ・Ⅱ
西村　  茂政治社会学演習Ⅰ・Ⅱ
岡田　　浩計量政治学研究Ⅰ・Ⅱ
岡田　　浩計量政治学演習Ⅰ・Ⅱ
仲正　昌樹政治思想史研究Ⅰ・Ⅱ
仲正　昌樹政治思想史演習Ⅰ・Ⅱ
宋　　安鍾国際政治史研究Ⅰ・Ⅱ
宋　　安鍾国際政治史演習Ⅰ・Ⅱ

ビートン・アンドリュー比較政治学研究Ⅰ・Ⅱ
ビートン・アンドリュー比較政治学演習Ⅰ・Ⅱ

■社会経済学コース
前田　　隆上級ミクロ経済学Ⅰ・Ⅱ
前田　　隆上級ミクロ経済学演習Ⅰ・Ⅱ
星野　伸明上級経済統計学Ⅰ・Ⅱ
星野　伸明上級経済統計学演習Ⅰ・Ⅱ
野村　眞理社会経済思想史Ⅰ・Ⅱ
野村　眞理社会経済思想史演習Ⅰ・Ⅱ
小林　信介近現代日本経済史Ⅰ・Ⅱ
小林　信介近現代日本経済史演習Ⅰ・Ⅱ
中島　健二西洋社会経済史Ⅰ・Ⅱ
中島　健二西洋社会経済史演習Ⅰ・Ⅱ
弁納　才一アジア社会経済史Ⅰ・Ⅱ
弁納　才一アジア社会経済史演習Ⅰ・Ⅱ
正木　　響経済発展論Ⅰ・Ⅱ
正木　　響経済発展論演習Ⅰ・Ⅱ
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加藤　峰弘金融システム論Ⅰ・Ⅱ
加藤　峰弘金融システム論演習Ⅰ・Ⅱ
佐藤　秀樹国際金融関係論Ⅰ・Ⅱ
佐藤　秀樹国際金融関係論演習Ⅰ・Ⅱ
碇山　　洋財政学Ⅰ・Ⅱ
碇山　　洋財政学演習Ⅰ・Ⅱ
武田　公子自治体財政論Ⅰ・Ⅱ
武田　公子自治体財政論演習Ⅰ・Ⅱ
佐無田　光地域経済システム論Ⅰ・Ⅱ
佐無田　光地域経済システム論演習Ⅰ・Ⅱ
市原あかねエコロジー経済論Ⅰ・Ⅱ
市原あかねエコロジー経済論演習Ⅰ・Ⅱ
香坂　　玲国際森資源管理論Ⅰ・Ⅱ
香坂　　玲国際森資源管理論演習Ⅰ・Ⅱ
杉橋やよい消費生活経済論Ⅰ・Ⅱ
杉橋やよい消費生活経済論演習Ⅰ・Ⅱ
森山　　治社会福祉論Ⅰ・Ⅱ
森山　　治社会福祉論演習Ⅰ・Ⅱ
髙橋　涼子福祉・医療社会学Ⅰ・Ⅱ
髙橋　涼子福祉・医療社会学演習Ⅰ・Ⅱ
田邊　　浩社会システム論Ⅰ・Ⅱ
田邊　　浩社会システム論演習Ⅰ・Ⅱ
眞鍋　知子コミュニティ政策論Ⅰ・Ⅱ
眞鍋　知子コミュニティ政策論演習Ⅰ・Ⅱ
山岸　雅子居住環境計画論Ⅰ・Ⅱ
山岸　雅子居住環境計画論演習Ⅰ・Ⅱ
奥田　睦子健康福祉論Ⅰ・Ⅱ
奥田　睦子健康福祉論演習Ⅰ・Ⅱ
白石　弘幸経営情報戦略論Ⅰ・Ⅱ
白石　弘幸経営情報戦略論演習Ⅰ・Ⅱ
澤田　　幹経営政策論Ⅰ・Ⅱ
澤田　　幹経営政策論演習Ⅰ・Ⅱ
寒河江雅彦経営科学Ⅰ・Ⅱ
寒河江雅彦経営科学演習Ⅰ・Ⅱ
平田　　透知識経営論Ⅰ・Ⅱ
平田　　透知識経営論演習Ⅰ・Ⅱ
竹島　貞治会計記号システム論Ⅰ・Ⅱ
竹島　貞治会計記号システム論演習Ⅰ・Ⅱ
佐藤　清和財務分析論Ⅰ・Ⅱ
佐藤　清和財務分析論演習Ⅰ・Ⅱ
柳　　在圭オペレーションズマネジメント論Ⅰ・Ⅱ
柳　　在圭オペレーションズマネジメント論演習Ⅰ・Ⅱ




